第１０章　電気・ガス・水道
概況
　昭和50年の府下における電気、ガス、水道の需給状況は、48年秋の石油危機に端を発した、戦後最大の不況から不安定な状態で回復しつつあり、これらを反映し電力使用量は、前年の6.8パーセント減、から2.7パーセント増と増加に転じ、ガス消費量は4.9パーセント増となり、上水道の普及率も98.6パーセントとわずかに上昇を示した。
電気事業
　昭和50年現在における電灯需要の契約口数をみるとその総数は296万1千口をかぞえ前年の288万３千口に対し2.7パーセントの増加を示した。その内訳を見ると定額制のものは33万７千口と前年に比べ4.3パーセント従量制は261万６千口で2.5 パーセントとそれぞれ増加を示している。また契約口数の増加とあいまって、その使用電力量も714万4,028メガワット時と前年より9.0パーセント増加し，1口当りの年間使用量も、前年に比べ6.1パーセント増の2,412キロワット時となった。
　一方電力需要についてみると，契約口数は36万７千口をかぞえ，その使用電力量は2,244万2,202メガワット時にのぼり，前年に比べそれぞれ4.1パーセント、2.7パーセントと増加した。特に電力使用量は昨年6.8パーセント減少を大幅に上回った。
　このうち500キロワット未満の需要家数は総需要家数の9.96パーセントと昨年と同率である。契約電力では657万キロワット、使用電力では804万メガワット時となり契約電力では60.4パーセント，使用電力では35.9パーセントと昨年より使用電力では1.2ポイント増加した。
　なお500キロワット以上の大口電力契約による需要家数は1,568件で1.4パーセントと昨年より3.1パーセント減少した。使用電力量では1,439万メガワット時で0.8パーセント微増した。
都市ガス
　大阪瓦斯株式会社の府下各工場における昭和50年中のガス生産量は，年々増加を続けており，42億4,731万立方メートルと前年の38億6,705万立方メートルより9.8パーセントの増加となった。そのうち石炭ガスの生産量は14億4,355万立方メートルと前年比1 .2パーセントの増加となった。混入ガスは28億375万立方メートルと前年比14.9パーセント増加した。
　一方消費量は29億5,093万立方メートルと4.9パーセントの増となり、その内訳をみると、家庭用が16億7,118万立方メートルで全体の56.6パーセントを占め、ついで工業用６億5,959万立方メートルで全体の22.7パーセント、商業用４億7,617万立方メートルで16.0パーセントを占めている。対前年比では、公用13.6パーセント、医療用9.4パーセント、工業用7.9パーセント、家庭用3.0パーセントの順となっている。
　また府下需要家数の動きをみると、50年末現在220万9,925件で、そのうち家庭用は210万5,180件と全体の95.3パーセントを占めている。また一戸当り平均年間使用量は793.8立方メートルで前年比1.2パーセントの増加となっている。
水道
　府下における昭和50年末現在の上水道普及状況は、簡易水道ならびに専用水道を除く一般水道では98.6パーセントの普及率で、ここ３年間微増している、一方簡易水道、専用水道の普及率は0.2パーセント、0.4パーセントとここ数年同率である。
　つぎに上水道の配水量をみると、年間配水量は12億5,343万立方メートルで前年比2.0パーセントと２年連続減少した。そのうち大阪市は６億3,098万立方メートルで全体の50.3パーセントを占め前年と同率である。
　また１人１日平均配水量は昨年と同様減少し本年は3.4パーセントの減で425リットルとなった。
　一方工業用水の使用状況をみると、１日当りの総使用量はここ数年増加を示して来たが871万４千立方メートルと前年比2.6パーセントの減少をした。
　このうち淡水の使用量は728万５千立方メートルと全体の83.6パーセントと昨年より0.4ポイント減少した。また水源別（淡水）にみると回収水が76.9パーセントを占めており、ついで工業用水道11.6パーセント上水道4.9パーセントになっている。産業別使用量（淡水）では、化学が総使用量の45.8パーセント，鉄鋼が27.8パーセントと２業種で全体の73.6パーセントを占めている。
　また府全体に占める大阪市地域の割合は用水使用事業所数2,097で43.0パーセント、総使用量では215万６千立方メートルで、24.7パーセントになっている。
